
応急仮設住宅の整備状況

〔能登半島地震の被災者向け〕

○ 6,882戸 全て完成済み、豪雨による浸水被害も全て修繕済み

〔奥能登豪雨の被災者向け〕

○ 必要戸数286戸のうち、これまでに 234戸を完成（輪島市212戸、珠洲市22戸）

○ 本日28日に残る52戸（輪島市）を完成し、これにより286戸全てを完成
3/28完成
釜屋谷町第1団地(輪島市)52戸

内部の写真

１内観（リビング）

土木部建築住宅課
076(225)1777

外観



復興公営住宅の整備に向けて

土木部建築住宅課
076(225)1777 ２

○ 市町から、被災地域にとどまらず、県全体での整備体制等の構築を

望む声があり、県から県建設業協会等に働きかけ

石川県災害公営住宅建設推進協議会

○ 応急仮設住宅の整備が完了し、恒久的な住まいの確保に向け、

復興公営住宅の整備を迅速に進める必要がある

被災市町

構成員と
買取契約

石川県災害公営住宅建設推進協議会

協議会会長
（県建設業協会会長）

県森林組合連合会・木材産業振興協会・
県建築組合連合会・県土地家屋調査士会

協議会構成員

協力
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○ 今月１２日、県内の建築・木造関連団体等が、

「石川県災害公営住宅建設推進協議会」を設立

復興公営住宅の安定供給やメンテナンス体制の強化
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復興公営住宅の整備に向けた進捗状況

○ 県内９市町において、目途が立った地区から先行して整備に向けた取り組みが進められている
土木部建築住宅課

076(225)1777

〔復興公営住宅の整備進捗状況〕

市町 必要戸数 先行着手地区（２４地区）

輪島市 1,000～1,500戸 宅田地区（150戸）町野地区（戸数未定）浦上地区（戸数未定）日野尾地区（戸数未定）

珠洲市 700戸 飯田地区（21戸）馬緤地区（12戸）

能登町 265戸 天坂地区（75戸）

穴水町 200戸
上野地区（50戸）白山第2団地（20戸）白山第3団地（30戸）兜団地（10団地）
稲荷団地（20～30戸）駅西団地（40～50戸）

七尾市 200戸 小丸山地区（14戸）田鶴浜地区（12戸）中島地区①（26戸）中島地区②（10戸）能登島地区（10戸）

志賀町 200戸 富来地区（60戸）、志賀地区（戸数未定）

中能登町 20戸 能登部下地区（20戸）

羽咋市 65戸 鶴多町地区（65戸）

内灘町 60戸 北部地区（戸数未定）南部地区（戸数未定）

合 計 3,000戸程度

※地区名は仮称を含む

※各地区の整備戸数は状況に応じ変更の可能性あり ３



■ 工程表

入居見込みは、
令和９年３月下
旬頃

用地復興公営住宅

（仮称）
白山第2団地②

建築設計穴水町事業主体

造成20戸計画戸数

建築工事共同建て方

入居S造２階構造

20戸供給戸数

備考

工程

事業手法地区名No. Ｒ８年度Ｒ７年度Ｒ６年度
項目

1-310-127-94-61-310-127-94-61-3

入居見込みは、
令和８年秋口

用地復興公営住宅

（仮称）
上野団地①

建築設計穴水町事業主体

造成50戸計画戸数

建築工事共同建て方

入居S造３階構造

50戸供給戸数

入居見込みは、
令和９年３月下
旬頃

用地災害公営住宅

（仮称）
白山第3団地③

建築設計穴水町事業主体

造成30戸計画戸数

建築工事共同建て方

入居S造２階構造

30戸供給戸数

入居見込みは、
令和９年３月下
旬頃

用地災害公営住宅

（仮称）
兜団地④

建築設計穴水町事業主体

造成10戸計画戸数

建築工事検討中建て方

入居木造平屋構造

10戸供給戸数

工事設計

設計 工事

設計 工事

設計 工事

復興公営住宅の整備に向けた進捗状況

本日から個別地区毎の進捗状況をホームページで公開 土木部建築住宅課
076(225)1777URL: https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kenju/fukkou_kouei_seibi.html

（ホームページのイメージ）

４

災害公営住宅の整備に係る目標（工程表）

■ 整備予定地区

■ 工程表

時点

令和７年３月時点

自治体名称

穴水町

入居見込みは、
令和９年３月下
旬頃

用地災害公営住宅

（仮称）
白山第2団地②

建築設計穴水町事業主体

造成20戸計画戸数

建築工事共同建て方

入居S造２階構造

20戸供給戸数

備考

工程

事業手法地区名No. Ｒ８年度Ｒ７年度Ｒ６年度
項目

1-310-127-94-61-310-127-94-61-3

入居見込みは、
令和８年秋口

用地災害公営住宅

（仮称）
上野団地①

建築設計穴水町事業主体

造成50戸計画戸数

建築工事共同建て方

入居S造３階構造

50戸供給戸数

入居見込みは、
令和９年３月下
旬頃

用地災害公営住宅

（仮称）
白山第3団地③

建築設計穴水町事業主体

造成30戸計画戸数

建築工事共同建て方

入居S造２階構造

30戸供給戸数

入居見込みは、
令和９年３月下
旬頃

用地災害公営住宅

（仮称）
兜団地④

建築設計穴水町事業主体

造成10戸計画戸数

建築工事検討中建て方

入居木造平屋構造

10戸供給戸数

工事設計

※上記時点の進捗見込を示した工程表であり、
今後随時変更の可能性がある。

設計 工事

設計 工事

設計 工事

④

①②③
⑤⑥



いしかわ型復興住宅モデルプラン集
○ 住まいづくりの具体的なイメージを持てるよう「地域とつながる新たな能登暮らし」をテーマに、
    住宅の設計プランや、住まいの再建に関する各種支援制度を盛り込んだプラン集を作成
○ 本日からホームページで公開 URL:https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kenju/jyuutakupuran.html

順次、冊子を仮設住宅に入居する全世帯などに配布

① いしかわ型復興住宅モデルプラン

・５５プラン（３０グループ）
夫婦・単身向け２７プラン、ファミリー向け２８プラン

・ 被災宅地等復旧支援事業の事例
・ 住宅の耐震改修工事の事例

・ 各種支援金の紹介
住まいの再建支援策、自宅再建利子助成事業給付金、
地域福祉支援臨時特例給付金 等

④ 宅地復旧や住宅耐震化の事例

・ 融資制度と返済シミュレーション

③ 資金計画と返済計画

１２月の中間報告から
１１プラン追加

リバースモゲージ型
住宅ローン

の活用事例など

傾斜修復
液状化対策
の事例など

② 住まいの再建に関する支援

５

土木部建築住宅課
076(225)1777



国道２４９号の本復旧方針

○ 国の権限代行により復旧を進める国道２４９号について、今般、本復旧方針が決定

本復旧のルート

：隆起海岸を活用

：新トンネル

：現位置で復旧

輪島市役所

◎

◎

珠洲市役所

⇒隆起した海岸を活用
した別線整備

② 千枚田工区
③ 大川浜工区

⇒新トンネルによる
   別線整備

④ 逢坂トンネル工区

⇒現位置で復旧

⑤ 大谷トンネル工区

⇒現トンネルを復旧、
   トンネルの輪島側に
   新トンネルを別線整備

①中屋トンネル工区 土木部道路建設課
076(225)1720

６
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県政出前講座「はせ、参じます。」の開始
戦略広報課

076(225)1362

テ ー マ：１「地震・豪雨への対応」、２「石川県成長戦略の実現」に
                関連する施策から選択ください

対 象：おおむね２０人以上の県民の方が参加する団体・グループ

会場・日時：団体で会場を用意し、希望日時をお知らせください

知事が、県民の皆さまのところへ出向き、県の重点施策等について、
説明と意見交換を行う出前講座「はせ、参じます。」を開始

１「地震・豪雨への
    対応」のテーマ例

➀暮らしとコミュニティーの再建

②能登の特色ある生業の再建（中小企業、農林水産業、観光産業）

③安全・安心に暮らせる災害に強い地域づくり

➃１２の創造的復興リーディングプロジェクト

２「石川県成長戦略
の実現」のテーマ例

➀新たな時代を捉えて飛躍・成長する産業づくり

②交流人口と関係人口（文化、スポーツ、移住・定住）

③農林水産業と里山里海地域の振興

➃温もりのある社会づくり（健康、福祉、子育て・男女共同参画）

７

２② 大学生と地域住民の交流

１② すずなり食堂

※県職員が県の取り組みの紹介を行う、従来の県政出前講座に加えて実施

⇒本日より、希望団体の募集を開始 お申し込みはこちらから

時間は９０分程度、平日以外も応相談。
会場費は団体負担となります。



大阪・関西万博への出展

産業政策課 076(225)1507

夢洲駅

「祭り」会場

EXPOアリーナ「Matsuri」
8月27日（水）

「食文化」会場

EXPOメッセ「WASSE」
8月27日（水）～31日（日）

「輪島塗大型地球儀」会場

東ゲート

西ゲート

EXPO 2025 大阪・関西万博
期間：4/13(日)～10/13(月) 【184日間】
会場：大阪市の人工島「夢洲」
※開会式 4/12（土） ８



大阪・関西万博への出展＜祭り＞

いしかわの祭り
～未来へつなぐ伝統と能登復興の響き～

〇能登・加賀の多彩な祭り・伝統芸能が大集合
飯田燈籠山祭り、あばれ祭り、お熊甲祭、 おかえり祭り
御陣乗太鼓、加賀鳶はしご登り、山代大田楽 など約20団体

〇韓国の伝統芸能の披露
韓国・全北特別自治道の伝統芸能団が、
伝統芸能「農楽」を披露（国際文化交流）

〇市町のPRブース
全ての市町が参加し、特産品の物販・地酒
の試飲などを実施

〇出張輪島朝市
能登の海産物や輪島塗の品々の販売など

〇「復興のあゆみ」の紹介
映像やパネルにより、復興に取り組む姿や
能登の「今」を発信

〇祭りの熱気を体感できる体験イベント
キリコ担ぎ、太鼓たたき、獅子舞体験 など

〇世界トップレベルのダンスパフォーマンス
本県出身でパリ五輪ブレイキン日本代表の大能寛飛氏
と、本県の子どもたちのコラボによるパフォーマンス

文化振興課 076(225)1370

（撮影者：辻野実） （石川県観光連盟）

あばれ祭り 飯田燈籠山祭り 御陣乗太鼓 山代大田楽

©senselensphotography

大能寛飛氏

※イメージ

伝統芸能 「農楽」
９



大阪・関西万博への出展＜食文化＞

○万博限定の特別料理の提供
能登・加賀のトップシェフのコラボによる「加賀料理」を基本
としたランチ・ディナーを輪島塗や九谷焼の器で提供

○金沢の和菓子づくり体験（金沢市と連携）
老舗菓舗の職人から教わる上生菓子の練り切り体験

○食を彩る石川の伝統的工芸品の展示
加賀藩ゆかりの貴重な食器なども披露

池端 隼也 氏
輪島 「ラトリエ・ドゥ・ノト」
オーナーシェフ

川嶋 亨 氏
七尾 「一本杉 川嶋」 
オーナーシェフ

大友 佐悟 氏
金沢 「大友楼」 
八代目当主

○石川の地酒セミナー・飲み比べ体験
蔵元のセミナーとともに各蔵の地酒の魅力を味わう

会場ではジェラート販売の他能登の食品や工芸品を販売
食事や体験に参加していただいた来場者に伝統的工芸品
のノベルティをプレゼント。 ※写真はイメージ

※写真はイメージ

併せて、能登の復旧・復興に向け事業者が前を向いて
取り組んでいる姿を広く映像で発信

石川の美食を世界へ
～食文化の魅力を丸ごと体験～

産業政策課 076(225)1507 10



主催：2025年日本国際博覧会協会、経済産業省『夜の地球 Earth at Night』

画像提供：石川県輪島漆芸美術館
※展示イメージであり、実際の展示と異なる場合があります。

○輪島塗技術保存会が、輪島塗の技術の粋を集め、５年の歳月をかけて制作した輪島塗の大型地球儀を展示

○さらに、輪島塗大型地球儀の精緻な技術や、漆や蒔絵の美しさ等の魅力に加え、作り手が地球儀の制作に
込めた思いや、被災地が復興に向けて取り組む姿をパネルや動画で発信

○輪島塗のみならず、石川県をはじめ全国の伝統的工芸品についてもＰＲをする予定

大阪・関西万博への出展＜輪島塗大型地球儀の展示＞

画像提供：2025年日本国際博覧会協会 伝統産業振興室
076(225)1526 11

展示協力：石川県、輪島市、一般社団法人日本経済団体連合会



能登・関西相互チャーター便の実施

○ 実施主体 ： 全日空

○ 日 時 ： ４月１９日（土）、２０日（日）

○ 実施内容 ：

《関西から》 ・災害ボランティアツアー（１泊２日）を実施
※輪島市内でボランティア → 七尾市内泊 → 輪島塗沈金体験 → 能登食祭市場 → のと鉄道震災語り部観光列車 → 能登ワイン

                             ※3月6日から発売し、3月10日に完売（定員30名）

《能登から》 ・七尾特別支援学校の生徒（珠洲・輪島分校含む）を乗せて、万博に招待

・関西の特別支援学校とともにデザインワークショップも開催（１泊２日）
※石川県は、ツアー実施に向けた調整（ボランティアの受入、伝統工芸体験や語り部観光列車などの行程）や、参加生徒の募集で協力

⇒ 関西国際空港 と のと里山空港がつながるのは初
⇒ 全日空が万博関連のチャーターを実施するのはのと里山空港のみ

チャーター便到着時(19日)に能登の子どもを対象としたイベント(万博特別デザイン機との記念撮影など)も開催

本日から、イベント参加者の募集を開始！ 詳しくはこちら

交通総合対策監室 076(225)1336

12

能登・関西相互チャーター便（のと里山空港⇔関西国際空港）
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